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花ちゃん 「ねえねえ、オー君
くん

。わたし不思議
ふ し ぎ

に思
おも

うんだけど、どうしてカモって、水
みず

の中
なか

にいるんだろうね。」 

オー君  「ふーむ。そりゃ、むずかしい問題
もんだい

だ。水
みず

の中
なか

にいるから水鳥
みずとり

なんだけど。」 

モンタ博士「二人
ふ た り

ともいいところに気
き

がついたね。何事
なにごと

もどうしてか？と考
かんが

える事
こと

は大切
たいせつ

 

だね。よーくカモたちの動
うご

きを見
み

ていてごらん。そのうちわかるから…。」 

花ちゃん 「えっ！どうして、どうして？」 

オー君  「えっ！どうして、どうして？モンタ博士
は か せ

がよーくカモの動
うご

きを見
み

てごらんと 

      言
い

ったよね。それじゃ！花ちゃん。不思議
ふ し ぎ

大発見
だいはっけん

にチャレンジしよう。」 

花ちゃん 「そうね、チャレンジしましょう。」   

オー君  「モンタ博士
は か せ

がじいっとよーく観察
かんさつ

してごらん、と言
い

ったよね。」 

花ちゃん 「そうね。じいっとよーく観察
かんさつ

してみましょう。」 

モンタ博士「二人
ふ た り

とも、水鳥
みずとり

がなぜ水
みず

の中
なか

にいるか、という事
こと

に疑問
ぎ も ん

を持
も

ったことは、 

      とてもすばらしいことなんだ。単純
たんじゅん

な事
こと

でも、当
あ

たり前
まえ

の事
こと

でも、 

 
な
ん
で
だ
ろ
う
？ 

 

ど
う
し
て
だ
ろ
う
？ 

 
ふ
し
ぎ
だ
な
あ
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どうしてかなと不思議
ふ し ぎ

に思
おも

う心
こころ

が大切
たいせつ

なんだ。そして、そこから、科学
か が く

は進歩
し ん ぽ

するのさ。」       

オー君  「あれ！今
いま

、マガモがくちばしを体
からだ

の後
うしろ

の方
ほう

に持
も

っていったぞ。」 

花ちゃん 「首
くび

の運動
うんどう

でもしているのかな。あ！また同
おな

じ事
こと

をやったよ。」 

モンタ博士「二人
ふ た り

とも、よくそこまで観察
かんさつ

したね。あれはね、羽
は

づくろいと言
い

って、羽
はね

を 

      整
ととの

えているのさ。そして、水鳥
みずとり

は特
とく

にその時
とき

に、尾
お

っぽの所
ところ

からでている 

      油
あぶら

を体
からだ

にぬっているんだよ。もう、答
こたえ

はわかっただろう。」 

オー君  「なぞはすべてとけた。そーだったのか。油
あぶら

を羽
はね

にぬれば…。」 

花ちゃん 「わかった。油
あぶら

を羽
はね

にぬれば、水
みず

にうきやすくなるんだわ。水鳥
みずとり

はそうやって、 

      池
いけ

や川
かわ

で生活
せいかつ

しやすいようにしているんだわ。」 

モンタ博士「むずかしい言葉
こ と ば

でね、尾
び

脂
し

腺
せん

というんだけど、そこから、油
あぶら

を羽
はね

のあち 

こちにぬっているんだよ。水鳥
みずとり

は尾
び

脂
し

腺
せん

というのが特
とく

によく発達
はったつ

しているの 

さ。ふつうの鳥
とり

は水
みず

の中
なか

でおぼれちゃうんだよ。カルガモの羽
はね

を拾
ひろ

ったんだ 

けど、水
みず

をつけてごらん。おもしろいよ。」 

花ちゃん 「あ！！！この羽
はね

、水
みず

をはじいているわ。おもしろい。」 

モンタ博士「当
あ

たり前
まえ

の事
こと

でも、よーく考
かんが

えたり観察
かんさつ

するとおもしろいね。」 

オー君  「よーし！不思議
ふ し ぎ

いっぱい探
さが

しにいくぞ。」   

マガモ 


